
温湯種子消毒の流れ 

 
これがひとめぼれの種もみです 
もちろん、精米すれば、食べられます。 
 
 
 
① 種もみを 10㌔ざるに入れます。 
 

 
 
この機械にて作業を行います。 
 
 
 

 
 
② 60℃のお湯に 10分間浸します。 
 
 
 
 
 
 
 
③ 10分たったら、お湯から出し、冷たい水道水に入れて、 
急速に冷やします。 
ここで種もみの熱を十分にとってやらないと、 
芽が出てきてしまいます。 
 
 
 
 

④ 水をきり、袋に入れて完了です。 
この後は、種まきを行う 4月中旬まで、 
きれいな水に浸しておきます。 

 
 
 
 
真剣な作業風景です。 

 


